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' 
〈今月の市民〉 

人 口／63,690人（-29) 
男 ／29,899人（-19) 
女 ／33,791人（一 10) 

世帯数／24,406世帯（+17) 
' 	7月31日現在（前月上ヒ）」 

五所川原市ホームページ httpゾノwww. goshogawara. net. pref.aomori.jp  
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今
年
も
八
月
四
日
か
ら
八
日
ま
で
の
五
日
間
、
奥
津
軽
の
夏
の
夜
を
彩
る
ま
つ
り
 

「五
所
川
原
立
侵
武
多
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
つ
り
初
日
は
、
当
市
出
身
で
歌

手
の
吉
幾
三
さ
ん
が
 
「立
侯
武
多
」
を
歌
っ
て
開
幕
を
盛
り
上
げ
、
大
型
立
侵
武
多

三
台
の
ほ
か
中
型
立
侵
武
多
な
ど
が
市
街
地
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
 

高
さ
約
二
十
ニ
メ
ー
ト
ル
の
大
型
立
侵
武
多
は
一
昨
年
の
 
「
代
」
、昨
年
の
 
「炎
」
、
 

そ
し
て
今
年
の
新
作
「
粋
」
の
三
台
。
天
を
つ
く
そ
の
威
容
、
迫
力
に
、
沿
道
の
観

客
か
ら
驚
き
の
声
が
聞
こ
え
、
拍
手
が
わ
き
上
が
り
ま
し
た
。
 

期
間
中
は
天
候
に
恵
ま
れ
全
日
程
運
行
し
、
三
日
の
五
所
川
原
花
火
大
会
を
含
む

人
出
は
昨
年
よ
り
約
三
万
人
多
い
約
百
七
十
二
万
人
（
主催
者
発
表
）
と
過
去
最
高

を
記
録
し
ま
し
た
。
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好評開催 

麓別企画展 

「棟方志功と 

近代絵画の巨匠達」展 

期 間】9月24日（日）まで 

会 場】立侵武多の館 2階
美術展示ギャラリー 

観覧料】大人・大学生300円 

(20名以上の団体は270円） 

高校生以下は無料 

  

ーI、 

   

当市出身で首都圏在住の方々で組織する「わ・五所

川原会」の会長・山田春雄氏のご厚意により、同氏の

コレクションの中から棟方志功と近代絵画の巨匠達の

貴重な作品を展示しています。 

会場には棟方志功の未発表の作品も含まれ、梅原龍

三郎、横山大観、伊東深水などの貴重な作品を展示。 

県内では、なかなか一堂に鑑賞できない内容となって

いますので、ぜひご来場ください。 

お問合せ／五所川原市教育委員会生涯学習課

皿53一2111 内線319・320 

      

山 田春雄氏 

当市出身。東京都世田谷区で古美術商を営むか 

たわら保護司を務める。わ・五所川原会会長。 

青少年の健全育成の一助になればと思いま

す。一人でも多くの子ども達が来場し、「本

物」にふれ、その素晴らしさ、作品に込めら

れた作家のメッセージを感じてほしい。その

ため観覧料を高校生以下は無料にしています。 

ふるさと五所川原から第二の世界の棟方が出

てきたらうれしいですね。 

五所 ii原会 
わ・五所川原会（山田春雄会長）の約55 

名が 8月 3日、当市を訪れ夏期研修会を行
いました。毎年まつりに合わせて開催され
ているもので、懇親会では地元「飯積若獅
子会」による獅子舞等が披露され盛り上が
りました。このほか花尖大会、特別企画展 
「棟方志功と近代絵画の巨匠達」展、金魚

ねぷた作り、そして立侵武多の運行を観覧
し、会員の皆さんは故郷を大いに満喫して 

帰省しました 	 二竺漁略 

五所川原市役所 公35-2111 	平成18年 8 月15日 4 
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新ALT紹介 

八
月
か
ら
五
所
川
原
地
区
の
A
L
T
 

（
外
国語
指
導
助
手
）
と
な
っ
た
テ
レ

サ
・
リ
ー
・
ス
ミ
ス
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。
 

ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ラ
ド
州
、
ロ
ッ
キ
 

ー
山
脈
の
ふ
も
と
デ
ン
バ
ー
で
生
ま
れ
、
 

育
ち
、
コ
ロ
ラ
ド
大
学
で
は
国
際
関
係

を
専
攻
し
て
今
年
五
月
に
卒
業
し
ま
し

た
。
五
年
前
、
高
校
生
の
と
き
短
期
留

学
で
福
岡
市
に
六
週
間
ホ

ー
ム
ス
テ
イ

し
た
こ
と
が
あ
り
、
以
来
、
日
本
に
興

味
を
持
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
 

〔質
問
あ
れ
こ
れ
〕
 

日
本
語

…
話
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
一

生
懸
命
勉
強
し
ま
す
。
 

来
日
の
理
由
：
自
本
に
興
味
が
あ
り
自

分
に
と
っ
て
い
い
経
験
に
な
り
ま
す
。
 

言
葉
、
文
化
を
覚
え
た
い
で
す
ね
。
 

得
意
な
ス
ポ
ー
ッ
…
水
球
、
ス
ノ
ー
ボ
 

ー
ド
 

日
本
で
習
い
た
い
こ
と
・・
条
道
、空
手
、
 

サ
ー
フ
ィ
ン
（
コ
ロ
ラ
ド
に
は
海
が

な
い
か
ら
）
 

学
校
で
の
英
語
授
業
（
抱
負
）
…
「楽
し

く
学
ぶ
」
こ
と
を
大
切
に
し
た
英
語

の
授
業
を
し
た
い
。
ま
た
、
英
語
を

通
し
て
私
が
育
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
文

化
、
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
を
伝
え
て

い
き
た
い
。
 

担
当
校
…
五
一
中
、南
小
、
中
央
小
、
 

五
小
、
三
好
小
、
栄
小
、
沖
飯
詰
小
 

負
傷
者
多
数
を
想
定
し
た
夏

祭
り

災
害
訓
練
 

西
北
中
央
病
院
 

七
月
二
十
七
日
、
西
北
中
央
病
院
で

は
夏
祭
り
災
害
訓
練
を
行
い
、
負
傷
者

多
数
の
受
け
入
れ準
備
、
関
係
各
所
と

の
連
絡
体
制
、
ト
リ
ア
ー
ジ

（
災害
時

医
療
に
お
け
る
緊
急
性
の
選
別
）
と
患

者
処
置
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
立
侯
武
多
か
ら
帰
宅
す
る

観
客
の
列
に
自
動
車
が
突
っ
込
ん
で
重

軽
傷
者
多
数
発
生
と
の
連
絡
が
入
る
と
、
 

一
階待
合
ホ
ー
ル
の
長
い
す
を
片
付
け

て
治
療
場
所
を
確
保
。
医
師
は
入
口
で

患
者
を
診
断
し
、
治
療
の
緊
急
性
に
応

じ
て
四
段
階
に
色
分
け
し
た
タ
ッ
ク
を
 

子
会
ぐ
勲
曹
g
発
。
ー
 

一
 

許
レ
ま
ぜ
ん
 

ー
 
不

法
段
第
H
【
 

二
 監
視
力
メ
ラ
を
設
置
 

市
で
は
、
不
法
投
棄
を
防
止
す
る
一

環
と
し
て
、
市
内
金
木
町
の
扉
風
山
内

真
部
線
駐
中
帯
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置

し
ま
し
た
。
環
境
省
と
県
環
境
政
策
課

の
協
力
に
よ
り
借
受
し
た
も
の
で
、
2
4
 

時
間
体
制
で
稼
動
し
、
セ
ン
サ
ー
に
よ

り
物
影
を
感
知
し
た
場
合
、
連
続
し
て

百
コ
マ
の
静
止
画
を
記
録
で
き
ま
す
。
 

七
月
三
日
か
ら
八
月
二
日
ま
で
の
ー
 

カ
月
間
限
定
で
し
た
が
、
そ
の
後
も
継

続
し
て
県
に
要
望
し
、
機
会
が
あ
れ
ば

場
所
を
問
わ
ず
設
置
す
る
意
向
です
。
 

な
お
、
期
間
中
に
不
法
投
棄
し
て
い
る

画
像
が
記
録
さ
れ
て
い
た
た
め
、
証
拠

と
し
て
五
所
川
原
警
察
署
に
提
出
し
、
 

捜
査
協
力
の
要
請
を
し
て
い
ま
す
0
 

』
、
山
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晦響舞響盲与され 

三
月
二
十
九
日
、
三
上
忠
孝
さ
ん

（
ー
ッ
谷
）
に紺
綬
褒
章

が
授
与
さ
れ
、
七
月
三
十
一
日
、市
役
所
市
長
公
室
で
平
山
市

長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
三
上
さ
ん
の
紺
綬
褒
章
受
章
は
、
 

平
成
十
六
年
六
月
、
十
二
月
に
続
き
、
三
度
目
と
な
り
ま
す
。
 

三
H
さ
ん
は
平
成
十
二
年
か
ら
市
へ
毎
年
寄
付
を
し
て
お
り
、
 

こ
れ
ま
で
の
総
額
は
三
千
百
万
円
に
な
り
ま
す
。
お
菓
子
の
卸

売
り
業
「
三
上
商
事
」
や
「
み
か
み
興
産
」
を
営
む
三
上
さ
ん

は
、
「地
域
の
皆
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
 

恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
い
寄
付
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
受
章

に
は
と
て
も
驚
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
形
で
地域

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
行
い
、
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
感

想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

上
忠

孝
さ
ん
へ
 

一度
目
の
紺
綬褒
章授
与
 

五
所
川
原
第
一
中
学
校
・
柔
道
部
 

青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
の
柔
道
団
体
及
び
個
人
で
優
勝

し
た
五
所
川
原
第
一
中
学
校
柔
道
部
の選
手
の
皆
さ
ん
が
八

月
一
百
、
平
山
市
長
を
表
敬
訪
間
し
ま
し
た
。
 

監
督
の
木
村
英
俊
教
諭
は
、
県
大
会
で
優
勝
し
た
男
子
の

個
人
2
階
級
、
女
子
の
団
体
及
び
個
人
2
階
級
で
八
月
十
七

日
に
始
ま
る
全
国
大
会

（
高知
県
南
国
市
）
へ
出
場
す
る
こ

と
を
報
告
し
、
「昨
年
も
優
勝
し
全
国
大
会
を
経
験
し
た
選

手
が
四
人
残
っ
て
い
る
の
で
心
強
い
」
と
紹
介
し
ま
し
た
。
 

平
山
市
長
は
、
「平
常
心
で
臨
み
、
日
ご
ろ
の
技
と
力
を

発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
こ
れ
に
応
え
て
選
手
の
皆

さ
ん
は
、
「持
っ
て
い
る
力
を
出
し
切
っ
て
優
勝
し
た
い
」
 

と
活
躍
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。
 

七
月
二
十
四
日
、
市
役
所
に
お
い
て

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
、
構
成
6
市

町
長
に
よ
る
連
合
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
 

第
二
代
連
合
長
に
満
票
で
平
山
市
長
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

平
山
市
長
は
「
医
師
確
保
対
策
の
面
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
カ
ラ
オ
ケ
み
ち
の
く
（
白
戸
操
代
表
）
 

H
三
万
五
千
五
百
円
（2
0
0
6
年
 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
益
金
）
。
 

⑨
つ
が
る
克
雪
ド
ー
ム
へ
 

〇
五
所
川
原
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
 

（工
藤
専
次
会
長
）
H
寄
贈
（
フ
エン
 

ス
士
一
枚
・
三
十
万
円
相
当
）
。
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

〇
西
北
五
街
商
組
合

（
渋
谷園
清
組
合
 

長
）
H
十
万
円
。
渋
谷
組
合
長
は
、
 

「立
侵
武
多
の
運
行
に
お
役
立
て
く
 

だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 
 

か
ら
も
懸
案
と
な
っ
て
い
る
自
治
体
病

院
機
能
再
編
成
の
早
期
実
現
な
ど
、
広

域
行
政
の
推
進
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
体
の
個
性
を
活
か
し
な
が
ら
地
域
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
連
合
は
、
平
成
十
一
年
三
月
に
設

立
し
、
「
介護
認
定
審
査
会
の
設
置
・

運
営
」
と
「ふ
る
さ
と
市
町村
圏
基
金
」
 

を
活
用
し
た
広
域
的
課
題
の
調
査
研
究

や
人
材
育
成
等
を
行
っ
て
お
り
、
今
年

度
は
新
た
に
「
障
害
者
介
護
給
付
費
等

判
定
審
査
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
 

実力を発揮して勝利します！ 

並
呈
尽
の
花
な

』
ど
う
もあ
認

踏

し
た
 

,
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完熟トマト 
桃太郎8（エイト） 

トマトと言えば桃太郎、それよりさらに甘くて

おいしいのが桃太郎 8（エイト）と言う品種です。 

現在、金木町川倉地区で産地指定作物として生産

されているトマトは甘熟トマト桃太郎 8（エイト） 

が主です。 

特徴としては、真っ赤になっても、かたく果肉

がしまり、日持ちがよく糖度が高いので消費者と

販売店にとても人気があります。 

また、従来の品種に比べ病気に強いのが特徴です。 

生産者の熟い想い 

×

、
 y

×
 

『
一
 

金木町川倉でトマト栽培をしている中谷肇さんは、 

品質生産量とも優秀な篤農家で、稲の減反対策と

して、 5反歩の田んぼを改良して作付けしています。 

10アールから、12~13トンの収量が合格点でA 

製品が多く品質とも一番ですが、西北地方農林水

産事務所普及指導員の指導を受けながら、主枝更

新を行う等意欲的なトマトづくりに励んでいます。 

1本の幹から13段目までの側枝を育て、その側

枝に 4個のトマトの育成を目指して頑張っています。 

JA津軽北部農協では、今年のトマト販売額目

標を 3億 3千万円必達としています。 
高Li:'ピン瓦に強く油に溶け気、） 	) 
ガンや生活習慣病を予防する抗菌化作用がある。病気

の90％に関係するといわれている活性化酸素を退治し

てくれ、血液もサラサラ。 

く②ビタミン 
	

) 
ピタミンC（トマトー個でー日の摂取量の40%）は、 

しみそばかすを防止する美白効果。夏は冷やしてサラ

ダに最適。 

ピタミンA・ B・ B? 一 E‘力リウム等。 

く③食物繊維 

水溶性のペクチンは、腸の働きを活発に

し、美容・ダイエツトに効果。 
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平成18年 4 月の介護保険制度の改正に伴い、新たに創設された地域支援事業は、介護予防事業、 

包括的支援事業、及び任意事業を行うことにより、高齢者が要介護状態又は要支援状態になるこ

とを予防し、要介護状態になった場合も、可能な限り住み慣れた

地域において自立した日常生活を営むことができるよう総合的に

支援するものです。 

要支援・要介護になるおそれの高い方を対象に、介護予防の観点から「運動器
の機能向上」、「栄養改善」、「口腔機能の向上」等の事業を実施します。 

地域の高齢者のうち要支援‘要介護になるおそれの高い方（特定高齢者）を対象に、 
介護予防事業（運動器の機能向上、栄養改善、口腔機能の向上、閉じこもり予防、 
うつ・認知症の予防・支援）を実施します。 

①特定高齢者把握事業…基本健康診査などによる虚弱な高齢者の把握
②通所型介護予防事業・・・通所介護施設等に通って生活機能の向上を グ 

目的とした介護予防サービスの提供 
③訪問型介護予防事業…通所のサービスの利用が困難な場合、自宅 

へ訪間して介護予防サービスの提供 

①介護予防事業 

介護予防特定高齢者施策 

第 1号被保険者を対象に、介護予防に関する知識の普及・啓発や介護予防に役立つ
自主的な地域活動の育成・支援を実施します。 

介護予防ー般高齢者施策 

介護予防事業やその他の適切な事業が包括的かつ効率的に実施されるよう必要

な援助等を行います。 

地域の高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らしていくために、どのような支援が
必要かを把握し、適切なサービス機関又は制度の利用につなげる支援を行います。 

高齢者虐待の早期発見・防止のための地域ネットワークの構築など、高齢者が地域
において尊厳のある生活を維持し、安心して生活できるよう専門的・継続的な支援
を行います。 

権 利 擁 護 事 業 

包 括 的 ・ 継 続 的

ケアマネジメント支援事業 

主治医、介護支援専門貝（ケアマネージャー）等との他職種協働や地域の関係機関
との連携を通じて、ケアマネジメントの後方支援を行うため、包括的・継続的なケ
ア体制の構築を行います。 

介 護 予 防

ケアマネジメント事業 

自立した生活を営むため身体的、精神的、社会的機能の維持向上を目指し、要介護
認定非該当者から要支援者にいたるまで、連続的でー貫したケアマネジメントを実
施します。 

②包括的支援事業 

総合相談支援事業 

地域の高齢者が住み慣れた地域で安心してその人らしい生活を継続していくこ

とができるようにするため、地域の実情に応じた必要な支援を行います。 

要介護高齢者を介護する家族に対して、「家族介護教室」の開催や「家族介護用品
支給事業」、「家族介護慰労事業」といった介護家族の身体的・精神的・経済的な負
担を軽減する事業を実施します。 

判断能力が不十分な高齢者等で、身寄りが居ない、虐待を受けているため親族の協
力が得られない、本人に資力が無いといった事情で成年後見制度の利用を必要とす
る方に対して、権利を保護するために市長が申し立てを行います。また、申し立て
に要する経費及び後見人等の報酬について、助成を受けなければ利用が困難な場合、 
その全部又は一部を市が助成します。 

成年後見制度利用支援事業 

地域自立生活支援事業 
高齢者が地域において自立した生活ができるよう、栄養改善が必要な高齢者に対し
て配食サービスを実施します（市浦地区のみ）。 

こン 

⑧任 意 事 

家族介護継続支援事業 

五所川原市役所 公35- 2111 	平成18年 8 月15日 8 



〔基本チェンクリストをもらい、こ自分でチェックします。 

くソ 	 ぐこソ 
	J 問診・身体測定、その他の検査を受けます。 

介護予防プログラムへの参加が望ましい方

特定高齢者 

「介護予防特定高齢者施策」のサービ 
スが利用できます。 

（※下図「介護予防プログラム」参照） 

堕
 

H
 

鵬
 

」
お一

 
β運動器の機能向上 

機能訓練指導員や介護職員等
の指導により、筋力トレーニ
ング、有酸素運動、ストレツ
チなどを行います。 

ノ 

タロ腔機能の向上 

歯科衛生士等の指導により、 
ロ腔内の健康を保つための指
導や摂食・曝下機能を向上さ
せる訓練を行います。 

   

 

2，介護予防事業のサービズを利用するまでの流 

   

   

 

I五所川原市在住の65歳以上の高齢者〕 

一→ 

   

 

介護予防の生活機能評価（基本健診、個別健診等にあわせて実施します。） 

福祉関係者や保健師が介護予防サービスが必要と思われる方（要介護認定非該当者等）には、 

基本健診（生活機能評価）を受けることをお勧めします。 

   

~~,~”一ーーー 

(1）市民総合健診（基本健康診査）の受診、または各医療機関での個別健診（ミニドック）を受診します。 

（健診の日程等については市広報の平成椙年 4月 1 日号掲載「市民総合健診のご案内」、「個別健診のご 
案内」、並びに 4月柘日号掲載「平成18年度市民総合健診日程表」をご覧ください。） 

(2)「介護予防の生活機能評価」を受けます。健診結果を基に健診担当医が「介護予防の必要性」を判定します。 

健診担当医による総合判定 

(3）保健師等が、総合判定の結果等を踏まえて、「ー般高齢者」と「特定高齢者」を判定します。 

介護予防プログラムへの参加が必要のない方 

ー般高齢者 

介護予防ー般高齢者施策のサービスが利用できます。 
（介護予防の普及、元気教室の開催、健康相談、 
健康教室、訪問指導、心の健康づくり講座の開催） 

	ノ .J 

・

”
v
 

ソ
J
】
 

 

β栄養改善 

 

 

管理栄養士等の指導により、 
低栄養や疾病を予防するため
の食事内容や調理方法、食材
調達方法などの指導や相談を
行います。 

 

βその他 

 

 

閉じこもり、うつ、認知症に
関する生活機能を調べ、必要
者には介護予防ケアマネジメ
ントを行います。 

	ク 

※なお、具体的な介護予防プログラムの実施内容等の詳細については、あらためて掲載する予定です。 

―【間い合せ先】― 

介護福祉課高齢福祉係内線275（※基本健診のことは、健康推進課健康推進係内線223・224・225) 
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4 
青森県県土整備部河川砂防課では、河川水位の情報を携帯メールへお知らせ

する「お知らせメール」配信サービスを実施しています。 

「おしらせメール」 に登録すると、早めに洪水情報がキャッチでき、避難に

大変役立ちます。どなたでも無料で利用できますので、次のURLヘアクセス

し、是非、登録してみましょう！ (URL: http:www.pref.aomori.Ig.jpノi/index2.html) 

‘ノザ．J 

に,④ 

'Q),、I 
．‘口 I' 

線）J’、 

皆さんと同じ、自主防災会

や町内会の人たちも参加し

ます。初期消火訓練などは

参考になりますよ。 

時

前
所

日
午
場
 

9月3日（日） 

9時30分～11時30分 

岩木川河川敷グラウンド 

6年’度噂浦村警鱒押！縛より 

× 

U 
一 ×

、 

 

場所・人・時間を選ばずやってくる災害はとても恐ろし

いものです。最近では、大雨災害による被害で、日本各地

に大きな被害が出ています。 

災害時に自分や大切な人を守るためには、適切な判断・

行動をしなければなりません。そのためにも、日頃からの

備えと災害に対する理解を深めておくことが重要です。 

こうしたことから、市では、行政と消防組織、町内会等

が連携した総合防災訓練を実施いたします。 

災害時に行政がどのような行動をし、また、皆さんはど

のように行動をすれば良いのかを理解しておくことは非常

に有用です。是非、防災訓練を見学し、皆さんの防災に関

する理解を深めてください。 

今回の訓練内容 

防災へリコプター、パト力一などによる広報訓練 

レスキュ一隊による事故車両からの救助救出訓練 

防災へリコプターによる救助救出訓練 

消防団による中継放水訓練 

自主防災組織、町内会による初期消尖訓練、小型ポンプ放水訓練 

市職員、住民参加による避難所設置運営訓練 

消防署職員、住民参加による応急救護訓練 

町内会による炊き出し訓練 

※このほか、救急法体験コーナー、煙体験コーナーも設けており、見学者の方も訓練に参加できます。 

防災に関する間い合わせ先 総務課 内線407 
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1
 

8
月
町

知
ら
絢
 

農
業
委
員
会
か
ら
の
 

お
知
ら
せ
 

内
線
4
4
5
 

認
定
線
麟
⑩」
嫉
 

9
月
1
日
か
ら
始
ま
る
「
新
た
な
経

営
安
定
対
策
」
 
の
加
入
申請
に
農
地
基

本
台
帳
の
写
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

農
業
委
員
会
で
は
、
次
の
日
程
で
聞

き
取
り
に
よ
り
農
地
の
現
況
確
認
調
査

を
行
い
農
地
基
本
台
帳
を
補
正
し
ま
す
。
 

調
査
対
象
者
は
、合
併
前
の
旧
五
所

川
原
市
の
方
で
、
登
記
地
目
の
 
「畑
」
 

を
耕
作
し
、
8
月
7
日
の
、
1
1日
国
に

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
聞
き
取

り
調
査
を
行
わ
な
か
っ
た
人
で
す
。
 

●

8
月
2
4日
困
、
2
5日
国
 

9
時
3
0分

、
1
6時
 

市
役
所
北
棟
5
階
第
2
会
議
室
 
 

◇
講
師
 

日
本
地
域
活
力
研
究
所
代
表
・
長
谷

山
俊
郎
氏
…
農
水
省
の
農
業
試
験
場

に
勤
務
し
、
農
業
経
営
・
地
域
農

業
・
農
村
産
業
な
ど
を
研
究
。
平
成
 

1
5年
に
 
「日
本
地
域
活
力
研
究
所
」
 

を
設
立
し
、
元
気
で
楽
し
い
地
域
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
る
。
 

◇
演
題
 

「地
域
の
農
業
を
 

元
気
に
す
る
に
は
」
 

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状

況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に
 

家
庭
福
祉
課
 

内
線

2
4
9
 

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
者

の
方
へ
 
「特別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状

況
届
」
 
の用
紙
を
送
付
い
た
し
ま
し
た
。
 

こ
の
届
出
は
所
得
額
・
受
給
資
格
等
を

確
認
す
る
た
め
毎
年
提
出
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
添

付
書
類
を
確
認
の
う
え
、
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
 

8
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

◇
提
出
書
類
 
通
知
文
書
に
記
載
 

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

制
度
に
つ
い
て
 

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
 

2
0歳
未
満
の
児
章
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
の
制
度
で
す
。
 

支
給
要
件
・
・
自
本
国内
に
住
所
が
あ
り
、
 

精
神
ま
た
は
身
体
に
中
度
以
上
の
障

害
を
有
す
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る

父
、
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父
母
に

変
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

で
、
県
が
認
定
し
た
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
 

申
請
手
続
き
…
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
、
 

所
得
等
証
明
書
、
診
断
書
等
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
 

手
当
額
…
重
度
障
害
児
の
場
合
1
人
に

つ
き
月
額
5
0
7
5
0
円
、
中
度
障

害
児
の
場
合
1
人
に
つ
き
月
額
3
3
 

8
0
0
円
 

※
詳
し
く
は
、
家
庭
福
祉
課
児
童
家
庭

係
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

個
人
事
業
税
納
付
の
お
願
い
 

五
所
川
原
県
税
事
務
所
課
税
課
 

m
(3
4)3
1
41
 

県
で
は
、
事
業
を
行
っ
て
い
る
個
人

で
、
 一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
に
、
 

個
人
事
業
税
の
納
税
通
知
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
第
1
期
の
納
期
は
8
月
3
1
 

日
困
で
す
の
で
、
お
近
く
の
金
融
機
関

な
ど
で
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

悪
質
商
法
に
こ
注
意
I
・
 

青
森
県消
費
生活
セ
ン
タ

ー
 

m
o
l
7
(
m)
m
m
4
3
 

青
森
県消
費
生
活セ
ン
タ
ー
弘
前
相
談
室
 

m
o
l
7
2(3
6)
4
50
0
 

販
売
イ
ベ
ン
ト
の
ア
ル
『ハ
イ
ト
が
あ

る
と
誘
い
、
ァ
ル
バ
イ
ト
に
来
た
人
に

商
品
を
買
わ
せ
る
手
口
の
悪
質
商
法
が

市
内
で
あ
り
ま
し
た
。
お
心
当
た
り
の

あ
る
方
は
、
青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
 

ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

平
成
1
8年
度
 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
 

皿
（3
7)3
2
0
1
 

梅
雨
前
線
に
よ
る
 

大
雨
被
害
に
伴
一
つ
 

義
援
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
 

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
次
の
と
お
り

義
援
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
郵

便
局
窓
口
で
の
取
扱
い
の
場
合
は
、
振

替
手
数
料
は
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

⑨
長
野
県
大
雨
災
害
義
援
金
 

募
集
期
問
 
8
月
1
8日
岡
ま
で
 

百
座
名
義
）
日
本
赤
十
字
社
長
野

県
支
部
（
口
座
番
号
）
0
0
5
3
0
 

1
8
1
1
0
<b
8
 

・

通
信
欄
に
 
「
長野
県
大
雨
災
害義
援

金
」
 
と
明
記
して
く
だ
さ
い
。
 

食
と

農
の

講
演
会
 
層
か
 
◇
提
出期
間
 9
月
8
日
国
ま
で
 

※
土
日
を
除
く
 

農
業
者
と
消
費
者
を
交
え
た地
産
地
 

◇
受
付
場
所
 
市
役
所
家
庭
福
祉
課
児

消
を
考
え
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

童
家
庭
係
、
金
木
総
合
支
所
福
祉
係

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

皿
（
5
3)2
1
1
1
 
内
線
1
3
0
、
 

●

9
月
4
日
の
 
1
3時
 
（
入場
無
料
）
 

市
浦
総
合
支
所
保
険
福
祉
係
m
（磐
 

エ
ル
ム
の
街
s
c
 
エ
ル
ム
ホ
ー
ル
 

2
1
1
1
 内
線
3
4
 

●

9
月
1
6日
田
 

⑨
宮
崎
県
7
・
2
2
集
中
豪
雨
被
害
義

午
前
の
部
 
1
0時

、
1
2時
 
援

金
 

午
後
の
部
 
1
3時

、
1
5時
 

募
集
期
間
 
8
月
2
5日
国
ま
で
 

◇
内
容
 
「も
の
づ
く
り
」
の
体
験
。
 

百

座
名
義
）
日
本
赤
十
字
社
宮
崎

生
産
技
術
科

・
制
御
技
術
科
・
電
子
 

県
支
部

（
口座
番
号
）
0
1
7
0
0
 

技
術
科

・
情
報
技
術
科
の
4
科
に
つ
 

1
0

1
2
5
0
3
7
 

い
て
個
々
に
体
験
。
午
前
・
午
後
に
 

・
通
信
欄
に
「
宮
崎
県
7
・
2
2
集
中

ま
た
が
っ
て
の
体
験
も
可
能
で
す
。
 

豪
雨
被
害
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い

◇
対
象
 
生
徒

・
保
護
者

（
先
生も
可
）
 ⑥
鹿
児
島
県
北
部
豪
雨
災
害
義
援金
 

◇
応
募
方
法
 
9
月
1
1日
卿
ま
で
に
電
 
募

集
期
間
 
8
月
2
5日
国
ま
で
 

話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
0
 

（
口座
名
義
）
日
本
赤
十
字
社
鹿
児

◇
バ
ス
送
迎
 
五
所
川
原
駅

…
9
時
3
0
 
島
県
支
部
（
口
座
番
号
）o
o
l
1
 

分
発
、
1
2時
3
0分
発
 

0
1
4
1
1
6
7
2
0
0
 

青
森
短
大
校
…
1
2時
1
0分
発
、
1
4時
 

・
通信
欄
に
「
鹿
県
災
害
」
と
明
記
し
 

1
0分
発
 

て
く
だ
さ
い
。
 



奥
つ
が
る
子
ど
も
ブ
ッ
ク
フ
エ
ア
 

む
か
し
ば
な
し
の
記
憶
 

奥
つ
がる
子
ども
読
書
活動
推
進
委員
会
 

m
(6
9)1
1
11
 中
泊
町
塁
晶
 

圏 

栄
幸
園
盆
踊
り
大
会
 

栄
幸
園
 
皿

（2
8)
2
28
8
 

M
E
G
〇
祭
 

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
M
E
G
O
 

皿
（3
4)
24
4
2
 菊
地
 

第
6
回
発
明
く
ふ
う
展

作
品
募
集
 

2
1世
紀
発
明
研
究
会
・
五
所
川

原
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
 

m
(3
4)2
0
6
4
 神
 

日
常
生
活
、
季
節
の
生
活
に
便
利
さ

と
潤
い
を
。
そ
し
て
、
ひ
と
工
夫
の
あ

る
ア
イ
デ
ア
を
作
品
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
皆
さ
ん
の
気
軽
で
独
創
的
な
作
品

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

◇
対
象
 
西
北
五
に
在
住
で
発
明
に
関

心
の
あ
る
方
 

◇
申
込
締
切
 
9
月
1
日
国
 

作
品
は
9
月
8
日
⑨
ま
で
に
会
場
へ

※
小
・
中

・
高
校
生
は
、
学
校
を
通
し

受
付
し
て
い
ま
す
。
 

◇
作
品
展
示
 
9
月
9
日
田
、
1
0日
⑩

エ
ル
ム
の
街
s
c
 
エ
ル
ム
ホ
ー
ル
 

国
際

交
流
市

民
の
会
 

月
例
会
に

参
加
し

ま
せ
ん
か
 

皿
（3
4)2
9
2
0
 
古
川
 

五
所
川
原
市
国
際
交
流
市
民
の
会
で

は
、
月
例
会
を
始
め
ま
し
た
。
 

●

9
月
1
0日
回
  
1
0時

、
1
1時
3
0分

中
央
公
民
館
 
（
参
加
無
料
）
 

◇
ゲ
ス
ト
 
青
森
県
国
際
交
流
員
／
趨
 

m
海
さ
ん

（
中国

・
吉
林省
出
身
）
 

◇
内
容
 
青
森
県
の
印
象
の
ほ
か
、
中

国
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
 

一
緒
に
昔
話
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
 

●

8
月
2
7日
回
  
9
時
、
子
ど
も
の
本

の
展
示
、
む
か
し
ば
な
し
ク
イ
ズ
、
 

児
童
書
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
 

1
0時
、
読
書
団
体
に
よ
る
実
演
（
五

所
川
原
市
の
団
体
「
ぼ
ぼん
た
」
ほ

か
3
団
体
）
 
 

1
2時
終
了
予
定

◇
会
場
 
中
泊
町
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
 

「パ
ル
ナ
ス
」
 

※
参
加
無
料
。
事
前
申
込
み
不
要
。
 

楽
し
く
体
験
I
 た
め
に
な
る
H
 

第

8
回
安
全

運
転

競
技
大
会
 

五
所
川
原
地
区
交
通
安
全
女
性
 

ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
 

m
(3
3)1
6
8
8
 事
務
局
・
和
田
 

女
性
ド
ラ
イ
パ
ー
の
皆
さ
ん
、
運
転

に
自
信
が
あ
り
ま
す
か
？
あ
る
方
も
な

い
方
も
初
心
に
返
っ
て
コ
ー
ス
で
安
心

体
験
・
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
具
 

●

8
月
2
7日
回
 
9
時
3
0分
、
1
2時
 

五
所
川
原
中
央
自
動
車
学
校
 

◇
参
加
資
格
 
普
通
運
転
免
許
証
を
お
 

持
ち
の
女
性
（
運
転
経
験
年
齢
不
問
）
 

◇
参
加
費
 
無
料

（賞
品
あ
り
）
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
2
2日
因
 

く
る
み

園
“
踊
っ

て
交
流
会
）
 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
 

皿
（
3
4)2
7
2
1
 

祭
り
ち
ょ
う
ち
ん
の
下
で
大
き
な
輪

に
な
っ
て
踊
り
、
お
そ
ば
の
屋
台
な
ど

を
巡
り
、
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
楽
し

む
会
で
す
。
入
居
者
は
皆
さ
ん
と
過
ご

す
時
間
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
出
で
く
だ
さ
い
。
 

●

8
月
2
3日
困
 
1
6時

、
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
 

模
擬
店
も
あ
り
楽
し
い
で
す
よ
ー
・
多

数
の
景
品
を
用
意
し
て
皆
さ
ん
のお
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

●

8
月
2
4日
困
 
1
8時
3
0分

、
2
1時
 

（
雨
天
時
は翌
日
、
以
降
中
止
）
 

※
団
体
で
の
参
加
は
5
人
以
上
で
す
。
 

餅
つ
き
、
発
表

（
歌
や踊
り
な
ど
）
、
 

さ
お
り
織
り
の
展
示
・
販
売
・
体
験
、
 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

●

9
月
3
日
回
 
9
時
3
0分

、
1
5時

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

（
三ツ
谷
バ

ス
停
と
な
り
）
 

市
園
苛
回
ン
 

「
で
‘
J
 、
‘
づ

L
・一
・・
、
ー
一
 

叱します 
行政組織のスリム化・効率化を団旨して 

五所川原姐面赫腕山こ 
●
 

●説明会日程 

少しでも多くの方にお出で頂き、皆様からのご意見

を頂きたいと考えておりますので、多数のご来場を

お待ちしております。 

日 	時 時 間 説 明 会 場 

9 月 4 日（月） 

午後 6 時 

午後 7 時 

七和支所 

9 月 5 日（火） 長橋支所 

9 月 6 日（水） 梅沢支所 

9 月 7 日（木） 毘沙門支所 

9 月 8 日（金） 三好支所 

9 月11日（月） 飯詰支所 

五所川原市役所 公35-2111 	平成18年 8 月15日  12 

市
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
行
政
改
革
に
鋭
意
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
行
政
組
織
機
構
の
ス
リ
ム
化

・

効
率
化
と
職
員
数
の
削
減

・
抑
制
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
現
在
、
五
所
川
原

地
区
に
6
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
る
支
所
に
つ
い
て
、
平
成
十

九
年
三
月
末
日
で
の
廃
止
を
検
討
し
て
お
り
、
地
域
住
民
の

皆
様
の
声
を
お
伺
い
す
る
と
と
も
に
、支
所
廃
止
に
あ
た
っ

こ

」
理解
を
得
る
た
め
、
支
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
6
地
域

で
住
民
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

説
明
会
時
に
は
、
支
所
廃
止
に
関
す
る
事
項
と
し
て
、
一」
 

れ
ま
で
各
支
所
で
行
っ
て
き
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
代
替
措
置
、
 

支
所
に
併
設
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
の
指
定
管

理
名
制
度
導
入な
ど
に
つ
い
て
ご
説
明
す
る
予
定
で
す
。
 



職員
募乗 

平成18年度 

轟］』地消防 

才J多費蔵番身薦加 
五所川原市管内7月の火災、救急、救助出動件数（単位】些） 

区 分 
火 救 	急 救 	助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成18年 6 24 174 1,207 4 29 
平成17年 2 27 152 1,129 4 35 
比 	較 4 △ 3 22 78 0 L6 
平成18年度統一標語一 

“消さないであなたの心の注意の火” 

間合せ／五所川原地区消防事務組合消防本部公35-2O1 9（内線 25) 

餌 
市（県）民税第2期 
国民健康保険税第2期の 
納期限です。 

忘れずに納めましよう。 

収納課 内線431 '--'439 

圏嗣騰 
介護保険料第2期の
納期限です。 

忘れずに納めましよう。 

介護福祉課 内線271 -'276 

．
●
●
・
 

☆試験案内及び受験申込書 

8 月15日因から、人事課並びに金木・市浦総合支所庶務係で配布します。 

☆受付期間 8 月22日因～ 9 月13日困 

☆試験に関する間い合わせ及び申し込み 

市役所人事課 TEL 35-2111 （内線411・412) 

試験職種 採用予定人員 受 験 資 格 試験の日時・場所・内容 

保健師 2 名程度 

昭和52年 4 月 2 日から昭和 

61年 4 月 1日までに生まれ

た者で、保健師の免許を有

する者または平成19年 5 月 

31日までに保健師免許取得

見込の者 

第 1 次試験 	 第 2 次試験 
☆日時 10月15日（日） 午前 9 時 	☆日時 	12月 3 日（日）（予定） 
☆場所 五所川原市中央公民館 	☆場所 五所川原市役所庁舎 
☆内容 ①教養試験 	 ☆内容 ①面接試験 

②適性検査 	 ②作文試験 
③一般性格診断検査 	 ③身体検査 

※なお、本年度は一般事務（上級・中級・初級）の職員採用試験は実施いたしません。 

☆受験申込用紙 8 月15日因から平日の勤務時間（ 8 時30分～17時15分）に 

消防本部総務課、金木、市浦、中里、及び小泊消防署で配布します。 

☆受付期間 8 月22日（刃～ 9 月13日（水） 

☆試験に関する間い合わせ及び申し込み 

消防本部総務課 TEL 35-2019（内線25・42) 

試験職種 採用予定人員 受 	験 	資 	格 試験の日時・場所・内容 

消
 
職
 

防

A
  

(1）昭和51年 4 月 2 日から平成元年 4 月 1日まで 第 1 次試験 

に生まれた者で高等学校卒業以上の学歴を有 ☆日時 10月15日（日）午前 9 時 
した者、または平成19年 3 月に卒業見込の者 ☆場所 五所川原地域職業訓練センター 

(2）採用後、五所川原市に居住できる者 ☆内容 ①教養試験 

(3）身体が健全であること ②消防適性検査 

2 名程度 
(4）両眼（矯正視力含む）で0.8以上、かっ、一眼

で0.5以上、色覚が正常であること 

③体力測定 

(5）自動車運転免許の普通免許を所持している者、 第 2 次試験 

または採用の日までに普通免許の取得が可能 ☆日時 	11月26日（日）（予定） 

な者（ただし、平成19年 3 月に高等学校卒業 ☆場所 働く婦人の家 

見込の者は、採用後 1年以内に普通免許取得 ☆内容 ①面接試験 

見込の者）で採用後、大型免許を取得可能な者 ②作文試験 

(1）救急救命士の資格を有する者若しくは救急救 第 1 次試験 

命士養成専門学校卒業（平成19年 3 月卒業見 ☆日時 10月15日（日）午前 9 時 
込含む）の者、または高等学校卒業以上（平 ☆場所 五所川原地域職業訓練センター 
成19年 3 月卒業見込含む）の学歴を有し採用 ☆内容 ①教養試験 

後救急救命士養成研修所に入所可能な者で、 ②消防適性検査 
昭和55年 4 月 2 日以降に生まれた者 ③体力測定 

消防職 

(B) 
若干名 

(2）採用後、中泊町に居住できる者 

(3）身体が健全であること 

(4）両眼（矯正視力含む）で0.8以上、かっ、ー眼 

第 2 次試験 

☆日時 	11月26日（日）（予定） 
で0.5以ヒ、色覚が正常であること ☆場所 中里消防署 

(5）自動中運転免許の普通免許を所持している者、 ☆内容 ①面接試験 

または採用の日までに普通免許の取得が可能 ②作文試験 
な者（ただし、平成19年 3 月に高等学校卒業 
見込の者は、採用後 1年以内に普通免許取得 
見込の者）で採用後、大型免許を取得可能な者 

13 	F成18年 8 月15H 五所川原市役所 容35-2111 



と
芸
一又
永
わ
ら
 

題
字
 
斎

藤
 

清
泉
 

〔
五
所
川
原
短
歌
会
〕
 

椀
ぎ
た
て
の
桃
の
や
う
な
る
顔
を
し

て
隣
家
の
幼
寄
り
来
る
愛
し
 

斉
 
藤
 
由
 
雄
 

ひ
た
す
ら
に
海
の
安
全
祈
る
が
に
灯
台
の
灯
は
海
面
を
は
し
る
 

、
妥
 
田
 頴
 
導
 

梅
雨
空
の
勢
定
終
（
し
人
夫
ら
は
角
度
を
変

へ
て
松
を
な
が
め
お
り
 

山
 
形
 
礼
 
子
 

よ
は
い
 

タ
顔
の
旬
を
た
の
し
み
デ
ザ
ー
ト
に
好
み
と
な
れ
り
齢
重
ね
て
 

ー
 
平
 
山
 
清
 

世
 

精
霊
の
還
る
を
待
ち
て
灯
し
た
る
回
り
灯
龍
に
浮
く
秋
の
七
草
 

佐
々
木
 
ト
シ
エ
 

北
勝
岩
の
活
躍
ね
が
ふ
場
所
前
の
織
は
た
め
く
市
役
所
通
り
 

番
 
場
 
輝
 
子
 

市
街
地

の
活
況
移
り
栄
え
ゆ
く
エ
ル
ム
の
街
は
都
会

の
ご
と
し
 

野
 
呂
 
三
枝
子
 

桜
木
を
染
め
て
昇
り
く
る
朝
の
陽
に

励
ま
さ
れ

「
「
山
菜
を
採
る
 

蝦
 
名
 
麗
 
子
 

独
り
居
の
わ
れ
の
楽
し
み
曾
の
孫
の
写
真
に
語
り
て
ひ
と
日
は
じ
ま
る
 

開
 
米
 
藤
 
枝
 

有
り
無
し

の
風
に
花
房
ゆ
ら
し

「
つ
リ
ラ
の
紫
ほ
の
か
に
香
る
 

日
会
対

内
 

第3回赤ちゃんと楽しむ 
マタニティ教室 

母乳lf児は、赤ちゃんの人生において最も健康的

なスタ トを準備してあげる事ができます。また、 
ベビーマッサージは五感に心地よい刺激を与え、‘じ、 

身ともに活性化させます。 

対象】五所川原市の妊婦さん、15か月頃までのお子

さんとお母さん及び家族の方等（お子さんと

一緒に遊べるスタッフがいますので、お気軽

にご参加ください） 

日時】9月14日困 10時～12時 

場所】保健センター五所川原 

内容】安斎レデイスクリニック助産師長・福井りみ

子先生による講義及び実技／テーマ 「おっぱ

いケアと赤ちゃんタッチケアの実際」 

申込方法】9月 1日国までに電話で申し込み。 

※託児が必要な方は、申込み時にお知らせください。 

共催】五所川原市民保健協議会 

~ 	 ’~ 

こころの健康づくり 
日時 8月24日（わ 13時30分～15時 

会場 五所川原市働く婦人の家 3階ホール 

対象】市民（参加無料） 

内容】紙芝居「米ばあさんとゆかいな仲間」／つがる 

市精神保健福祉ボランティア「エールの会」 

講 話「うつ病のサインと予防につながる毎日

の生活について」／青森県立精神保健福祉セン

ター所長・渡避直樹氏 

駐車場】市役所お祭り広場駐車場を利用ください。 

バス】金木地区、市浦地区はバスがでますので、希 

望される方は、ご連絡ください。なお、定員 

になりしだい締め切らせて頂きます。 

申込み】8 月18日（金）までに電話で申し込みください。 

共催 西」ヒ地方健康福祉こどもセノター 	 ~ 

平成18年度勤労青少年ホーム ＼ 
「くらしと趣味の教室揺薦座裂内 ノ 

後期受講者募集'1/1/ ◆ 
●対象 五所川原市内に住所を有する方、または勤務

している方なら性別・年齢を問わず、どな

たでも受講できます。 募集人員各講座15人。 

●時間 18時30分～20時30分 週1回 計10回実施

※受講料は無料ですが、講座により教材費が必要な 

ものもありますので、勤労青少年ホームにお問い 

合わせください。 

●申込締切日 8月25日園 

●申込先 五所川原市勤労青少年ホーム TEL 34一3602 

講座（教室）名 案 	内 期 間 講師名 

陶 	芸 

土に親しみ自分だけの
オリジナル作品を作っ
てみませんか。 m

  
秋元 雅博 

はがき絵 

受け取る人の笑顔を想
いながら、心のこもっ
たはがき絵を書いてみ
ませんか。 

95-il 	14 
(火) 

角田早津子 

茶 	道 

堅苦しいと思っていま
せんか？先生とテイ―
タイムを楽しんでみて
はいかがでしよう。 

9 	6--1l 	15 
（水） 

一戸 次江 

手編み 

おしゃべリしながら楽
しく手編みの作品を作
ります。 

9も～n15 
（水） 

島村恵美子 

生け花 

古風にもモダンにも生
活空間に合わせて活け
てみてください。 

9 7-il 	16 
（木） 

斎藤 啓子 

筆ペン字 

香典やのし袋など・・・日
常生活で大いに役立ち
ます。 

9 	7-li 	16 
、木、 

角田早津子 

着付け・
組ひも 

初歩から訪問着までの
着付けを楽しく学びな
がら、着物の良さを知
ることができます。 

9 	8-li 	17 
（金） 

鶴谷公美子 

時

場
象

容
 

北
 
川
 
要
ニ
郎
 

眼
に
泌
む
る
深
緑
の
下
清
水
く
む
息
子
の
背
に
木
洩
日
ゆ
る
る
 

下
 
山
 
サ
 
ト
 

浜 

山 

て 

函館

の修道院

の鐘

きこ
ゆ

昔顕ち

くる春

の

タ暮
れ 

し、 

五所川原市役所 公35- 2111 平成18年 8月1511 l4 



~ 	 五所川原市食生活改善推進員会  

～海藻を使った料理～ 

(1人分】85kcaI 

材料（4人分） 

塩分 lg) 

 

サラダ海藻ミックス・・・小 1 袋 スライスアーモンド 2og 
干しえび 	log 
カニかまぼこ・・・4 本 	「酢 	大さじ1と1/3 
レタス 	4Oci Al 油 	大さじ1 
きゆうり 	1/2本 	ししょうゆ 	小さじ1と1/3 

【作り方】 

①海藻ミツクスはたっぷりの水でもどし、適宜切る。 

②野菜は, 食べやすい大きさに切る。 

③ Aを混ぜ合わせ、①・②・干しえびを和えアーモン
ドを散らす。 

海藻は海の野菜です。種類の違う海藻で、食感、彩りを
豊かにして、食べられる味のレパートリーを増やしましょう。 
スライスアーモンドが力リカリと歯ざわりが良く、とても
おいしいサラダです。 

スライスアーモンド 	20 g 

ヘルス・インフォメ～ション 

健 康 推 進 課 公35-2111（内線223・2242 
保健センター金木 費53-2111（内線154-155・1 
保健センター市浦 公27-7733 

く  健 康 相 談 ） 
血圧測定、病気の相談、健診結果、心の相談など保健師が

相談に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

地 区 開 催 場 所 開催日 開催時間 

桜田集会所 8 月22日（火） 10 :30-12 :00 
水野尾コミュニテイ消防センター 8 月24日（木） 13 :00-14 :30 

五所川原 
種井集会所 9 月 4 日明） 10 :30-12 :00 
コミュニテイセンター飯詰 9 月 4 日明） 10 :30-12 :00 

市 	浦 し～うらんど海遊館 8 月30日困 12 :30--13 :30 

く母と子の相談日（ェンゼル教室）う 
お子さんと一緒に遊びの時間をつくり、子育ての楽しさや

悩みを話してみませんか。各地区の開催日は、いずれのご利

用も可能ですので、お気軽においでください。 

◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

開 設 日 実施場所 内 	容 

9 月 6 日因・20日（水） 
10:00-42:00 
13:00-15:00 

※2O日午後は予約相談 
※子育てサロン同時開催 

保健センター 
五所川原 

・各月齢での成長（身体
計測）・発達の確認、育
児、遊び、栄養（離乳
食）の相談 

9 月22日（金） 
9 :30-11:30 

保健センター 
金木 ・子育て等に関する勉強 

9 月27日（加 
10:00-12:00 

保健センター 
市浦 

会、情報交換 

C 乳 幼 児 健 診 ） 

◆内 容・・・小児科診察、歯科診察（1歳 6 か月児・ 3 歳 

児）、身体計測、発達相談、離乳食試食（4 か月児）等 

◆受付時間…12 】15-12 】30 
◆持参するもの…母子健康手帳、バスタオル等 

実施日時 実施場所 対象児／対象地区 

4 か月児 
健 	診 

9 月 5 日（火） 
保健センター 
五所川原 

全地区 
平成18年 4 月生まれ 

1歳 6 か月
児 健 診 

9 月26日（火） 
保健センター 
五所川原 

五所川原地区 
平成17年 3 月生まれ 

3 歳児健診 9 月21日休） 
保健センタ―
五所川原 

五所川原地区 
平成15年 5 月生まれ 

*3歳児健診については、事前にアンケート記入等がありますので、個
別に通知します。 

＜お願し‘＞健診iこ来れない場合や病院で健診を受けた場合、すでに健
診を受診し元場合等は、ご運絡くだされば相談に応じます。五所川
原地区での実施については『駐車場が混雑しますので、市役所駐車
場をご利用ください。 

（ 献血のご案内（バス巡回）つ 

期 日 時 	間 場 	所 

9 月 9 日w 10 :00-15 :00 市役所 おまっり広場 
（大和山チャリテイバザー） 

9 月14日（村 
10 
13 

:00~ 12
:30一1 16 

:30 
:00 

エルムの街ショッピングセンター 
専門店入口の外 
（協賛：東日本流ラインズクラプ） 

15 平成18年 8 月15日 五所川原市役所 公35-2111 

〔第2回「ザ☆ごしよ力而ら元扇教皇」〕 

いつまでも若く、元気でいられるように、身体を動かし

たり、手作業をすることで、筋力の低下を防ぎ、ゆっくり

と年齢を重ねていくための教室です。 

● 8 月24日困 13時～15時 参加無料 

保健センター五所川原 1階集団指導室 

◇対象 おおむね65歳以上の方で日常生活はほぽ自立し、 

一人で外出できる方。 

◇内容 血圧測定、ウォーキング運動とエクササイズ 

◇講師 JFAA公認指導者 成田寿子氏 

◇持参する物 汗拭きタオル、水分補給のための飲み物 

※運動のできる服装でお越しください。 

◇申込締切 8 月21日明）までに、新規の方のみお申込みく 
ださい。 

~二J害三冒r一さFに尋●r巻,・専 r」ニ~昌
一―＝一→α価、5週ヒ叫’えF’三三‘巴母一ー七二二＝了 

月 日 曜日 医療機関名 住 	所 電 話  
8 月20日 日 瀬川内科クリニック 松島町一丁目79 33-0202 
8 月27日 日 江渡内科医院 旭町7 34-3000 

※ 1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 
2 ，その他、消防署（救急病院紹介 ft34-4999）でも紹介します。 

三幸誓古紙配合率100% 
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7月30日、保健センター市浦（ピンコロ卿違事場
場に、県内外から集まった10チームが舞いを披露’しま‘ 
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